
泊発電所１・２号機　　安全対策の充実について 参考資料

海 

海抜１０.０ｍ 

原子炉補助建屋 

原子炉建屋 

送水ポンプ車 

屋外給水 
タンク 

消防車 
（または   送水ポンプ車 ） 

中央制御室 

分電盤室 
タービン動補助 
給水ポンプ室 

補助給水 
タンク 

蒸気発生器水位信号等 

海抜15.0m 
（現状の浸水対策高さ） 

海抜17.3m 

海抜24.8m 

海抜３１．０ｍ 

海抜20.0m 

原子炉容器 

原子炉格納容器 

（１）炉心燃料冷却手段の多様化 

①蒸気発生器直接給水ポンプおよび信号計測盤の設置（海抜31.0m） 

②炉心への直接注入手段の整備 

（２）緊急安全対策設備の浸水対策の強化 

以下のエリアに対する浸水対策の強化 

 ・タービン動補助給水ポンプ室（海抜24.8m以上を目標） 

 ・分電盤室、中央制御室（海抜20.0m目標） 

①信号計測盤の設置 
①蒸気発生器直接 

 給水ポンプの設置 

浸水対策の強化 
浸水対策の強化 

浸水対策の強化 

防火水槽 

蒸気発生器 

②炉心直接注入手段の整備 

送水ポンプ車 

屋外給水タンク 

消防車 
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